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外
国
地
名
の
漢
字
表
記
を
め
ぐ
っ
て

｜
｜
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
を
中
心
に
｜
｜

王

敏

東

Iま

じ

め

今
世
紀
に
入
っ
て
、
世
界
各
地
で
地
名
の
研
究
が
盛
ん
に
な
り
、
や
が
て
日
本
へ
伝
わ
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
外
国
地
名
の
研
究
は

国
語
学
に
お
い
て
、
二
十
世
紀
の
後
半
に
な
っ
て
い
る
現
在
で
も
、
ま
だ
十
分
進
展
し
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。

地
名
に
は
元
の
言
葉
の
意
味
が
明
確
で
あ
る
も
の
も
多
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
地
名
を
訳
す
場
合
に
は
、
そ
の
土
地
に
対
す
る
イ
メ
l

ジ
を
合
意
さ
せ
る
ご
と
も
あ
る
。
現
在
、
外
園
地
名
を
片
仮
名
で
表
記
す
る
こ
と
は
普
通
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
か
ら
大
正
期
に
か
け

て
は
、
む
し
ろ
漢
字
表
記
の
方
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
片
仮
名
で
外
園
地
名
を
表
記
す
る
と
、
そ
の
地
名
の
元
来
持
っ
て
い
る
意
味

を
表
せ
な
い
し
、
そ
の
地
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
も
表
現
で
き
な
い
。
し
か
し
、
表
意
文
字
の
漢
字
で
表
記
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
、
元
の

意
味
を
表
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

17 

日
本
に
お
け
る
外
園
地
名
は
元
の
中
国
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
も
の
が
多
川
山
中
国
の
場
合
は
マ
テ
オ
・

p
y
チ
の
作
っ
た
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『
坤
輿
高
圏
全
図
』
三
六

O
二
年
）
に
出
て
い
る
表
記
を
踏
襲
し
た
も
の
が
多
叫
日
し
か
し
、

リ
ッ
チ
の
時
代
、
世
界
地
理
の
知
識
は

ま
だ
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

リ
ヅ
チ
図
以
後
に
発
見
さ
れ
た
地
が
ど
う
表
記
さ
れ
る
の
か
は
興
味
深
い
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
今

田
は
リ
γ
チ
図
以
後
に
発
見
さ
れ
た
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
を
取
り
上
げ
て
、
通
時
的
に
論
じ
て
み
た
い
。

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
の
漢
字
表
記
を
通
時
的
に
検
討
す
る
た
め
、
日
本
ま
た
は
中
国
の
古
来
伝
わ
っ
て
き
た
歴
史
書
、
地
理
書
、
地

図
、
紀
行
文
、
文
学
作
品
、
教
科
書
、
節
用
集
、
百
科
辞
典
、
辞
書
、
新
聞
な
ど
、
な
る
べ
く
多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
の
文
献
か
ら
用
例
を

集
め
、
そ
れ
ら
を
年
代
順
に
配
列
し
（
二
十
九
頁
）
、
分
析
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
表
記
の
変
化
の
過
程
を
分
か
り
ゃ
す
く
す

る
た
め
、
用
例
を
図
（
三
十
四
頁
）

に
す
る
。
調
査
に
用
い
た
資
料
は
三
十
八
頁
の
付
録
に
あ
げ
て
お
く
。

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
地
理
学
者
。
フ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
が
イ
ン
ド
洋
の
南
の
果
て
に
「
未
知
の
世
界
」

〈

3
U

↓2
5
〉
ロ
田
守
山
口
回
目
白

g
m
E
Z
と
い
う
）
と
い
う
大
陸
を
想
像
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、

二
世
紀
に
、

（
ラ
テ
ン
韮
聞
で
は

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
が
世
界

史
上
に
姿
を
み
せ
た
の
は
、

一六

O
一
二
年
オ
ラ
ン
ダ
の
探
検
隊
が
こ
の
大
陸
の
東
北
端
、

ヨ
ー
ク
岬
か
ら
西
南
進
し
、
西
岸
を
ま
わ
っ

て
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
セ
ド
ヮ
ナ
ま
で
南
下
し
て
地
図
を
作
成
、
こ
の
地
域
を
ニ
ュ

l
ホ
l
ラ
ン
ド
と
呼
ん
だ
の
が
最
も
古
い
」

（

4
〉

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
吋
Z
2
0
4宅
開

2
1
8
8
a
芯∞ユ
Z
ロ
E
g』
（
怠
・
げ
て
戸
当
・
。
o
o
F
H
m岳
何
色
白
・
巴
∞
む
）
に
は
、

「吋
E
O
O
M
内主。吋印昨日。

D
S己
目
立

2
0
5ゆ
え
え

KF5可
白
日
目
白
ぴ
巾
m
羽田口

g司
q
Z
5
0

コp
n
o
Eロ
ミ
・
：
：
：
〉
由

2
。ロ円
H
O
M－

H
V

内
内
回
目
立
。
口
。
同
忌
主
角
川
。
三
円

5
5
0
a
z
－80当
日
包
畑
町
ゆ
え

k
r
c
m
可
m
H

－uw
m
ロ。円同町内

5

8
白血

f
s
o
D
2甘
え
｝
y

z
o
d司
図
。
］
戸
山
口
仏

者

2
5
σ
ロm
H
H
H
H

ぬ
な
円

5
0
Zロ
門
同
旨
回
田
町
・
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ブ
リ
タ
ニ
ア
百
科
大
事
典
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
こ
と
が
『
地



図
の
歴
史
｜
｜
世
界
篇
』
（
一
九
七
四
年
・
織
田
武
雄
）
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

『
外
国
地
名
語
源
詞
典
』
〈
一
九
八
四
年

上
海
）

に
も
こ
の
地
域
が
「
新
荷
蘭
」
（
Z
何
者
図
。
ロ

g
e
と
呼
ば
れ
た
の
は
十
七
世
紀
の
中
頃
だ
と
－
記
さ
れ
て
い
る
。

一
七
七

O
年

に
な
っ
て
、

ク
ッ
ク
は
東
岸
地
方
を

Z
0
4司

ω
2
5
4ぞ
と

2
「
新
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
l
ル
ズ
」
と
命
名
し
た
。

一
八

O
一
年
、
イ
ギ
リ

ス
人
プ
リ
ン
ダ
1
ズ
は
、
こ
の
大
陸
を
周
航
し
て
、

「
新
オ
ラ
ン
ダ
」
と
「
新
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ

l
ル
ズ
」
は
同
一
の
大
陸
で
あ
る
こ
と

外国地名の漢字表記をめぐって

を
確
認
し
、
こ
の
大
陸
を
古
く
か
ら
の
呼
称
に
よ
り
テ
ラ
・
ア
ウ
ス
ト
ラ
リ
ス
と
呼
ぶ
こ
と
を
提
案
し
た
。

〈

5
〉

ラ
リ
ア
全
土
は
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
下
と
な
り
、
地
名
も
英
語
化
さ
れ
た
。

一
八
二
八
年
、
ォ
l
ス
ト

以
上
の
よ
う
に
、
文
献
に
よ
っ
て
オ
I
ス
ト
ラ
り
ア
の
発
見
さ
れ
た
年
代
に
つ
い
て
は
多
少
の
ず
れ
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

マ
テ
オ
・

リ
ッ
チ
の
円
坤
輿
高
薗
全
図
』
が
出
た
後
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
正
式
に
世
界
の
舞
台
に
登
場
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、

リ
ッ
チ
の
『
坤
輿
高
圏
全
図
』
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
姿
は
ま
だ
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、

一六

年
に
作
成
さ
れ
た
『
職
方
外
記
』
に
も
、

一
六
七
ニ
年
に
完
成
さ
れ
た
『
坤
輿
図
説
』
に
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
こ
と
は
記
述
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
両
書
と
も
リ
ッ
チ
図
の
系
統
に
属
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

一方、

リ
ッ
チ
図
は
当
時
中
国
の
上
層
社

会
で
た
だ
の
飾
り
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
学
術
的
な
価
値
は
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
リ
ッ
チ
の
没

後
（
一
六
一

O
年
、
役
）
二
百
年
ほ
ど
は
、
中
国
人
は
「
天
朝
」
の
思
想
を
抱
持
し
て
、
外
国
の
こ
と
を
あ
ま
り
重
視
し
な
か
っ
た
の
で
、
a

こ
の
期
間
中
国
で
は
新
し
い
世
界
図
や
世
界
地
理
書
は
ほ
と
ん
ど
作
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

一
八
四
二
年
の
「
ア
ヘ
ン
戦
争
」
の

敗
戦
以
後
、
中
国
人
は
は
じ
め
て
世
界
の
こ
と
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
自
覚
し
、

ハ
6
〉

出
る
に
至
っ
た
。

つ
い
に
一
八
四
八
年
に
『
競
環
志
略
』
が

19 

『
競
環
志
略
』
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
こ
と
を
「
襖
大
利
亜
。

一
名
新
荷
蘭
。
在

E
細

E
東
南
洋
巴
布
亜
島
之
南
」
と
記
し
て
い
る
。
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つ
ま
り
、
「
ニ
ュ

1
ホ
l
ラ
γ
ド
」
に
当
た
る
表
記
と
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
に
当
た
る
表
記
を
並
記
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

一方、

日
本
で
も
こ
の
両
系
統
の
表
記
が
諸
文
献
に
頻
出
し
て
い
る
。
な
お
、
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
の
漢
字
表
記
と
し
て
更
に
「
豪
」
（
濠
）

系
と
「
襖
」
（
奥
・
填
）
系
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
指
す
漢
字
表
記
に
つ
い
て
述
べ
る
。

1 

「
ニ
ュ

1
ホ
l
ラ
ン
ド
」
に
つ
い
て

「
ニ
ュ

1
ホ
I
ラ
ン
ド
」
に
当
た
る
表
記
に
は
中
国
で
は
「
新
荷
蘭
」
（
一
八
四
八
年
『
漏
環
志
略
』
）
や
「
新
阿
蘭
地
亜
」
（
一
八
六

O
年
版
『
坤
輿
全
図
』
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「
新
」
の
部
分
は
「
Z
0
4
司
」
の
意
訳
で
、
下
半
は
「
オ
ラ
ン
ダ
」
又
は
「
ホ

l
ラ
ン

ド
」
の
音
訳
で
あ
る
。
こ
う
い
う
訳
し
方
は
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
」
や
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
の
場
合
に
も
見
ら
れ
た
が
、
現
在
の

「
南
ア
フ
リ
カ
」
の
場
合
も
同
じ
語
構
成
で
あ
る
。

一
方
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
日
本
に
お
い
て
は
じ
め
て
正
確
な
形
に
近
い
形
で
描
か
れ
た
の
は
一
七
七
五
年

に
作
ら
れ
た

『
フ
ィ
y

セ
ル
改
訂
予
フ
ラ
ウ
世
界
図
古
写
』
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
中
国
に
お
い
て
よ
り
も
日
本
で
の
方
が
一
般

に
は
早
く
知
ら
れ
た
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
南
極
大
陸
と
連
続
し
て
い
る
も
の
と
想
像
さ
れ

て
お
り
「
墨
恥
勝
佐
和
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
っ
情
こ
の
呼
称
は
一
八
六
八
年
の
『
童
蒙
階
梯
西
洋
往
来
』
に
も
ま
だ
残
存
し
て

、’
3
0

・u・』dιu
‘

『
フ
ィ
ッ
セ
ル
改
訂
ゃ
フ
ラ
ウ
世
界
図
古
写
』

の
中
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
部
分
は
「
新
忽
鈴
蘭
壇
亜
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
同
表
記
は
一
八
五
二
年
の
『
新
訂
坤
輿
略
全
図
』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
新
忽
依
蘭
窪
亜
」
は
明
ら
か
に
「
ニ
ユ

ー
ホ
l
ラ
ン
ド
」
の
訳
で
あ
る
。
語
の
前
の
部
分
の
「
新
」
は
「
ニ
ュ

I
」
ハ
Zσ
当
）
の
意
訳
で
、
後
の
部
分
の
「
忽
釘
蘭
謹
亜
」
は



「ホ
l
ラ
ン
ド
」
の
音
訳
で
あ
ろ
う
。

ホ
i
ラ
ン
ド
は
即
ち
オ
ラ
ン
ダ
の
こ
と
で
あ
る
。

「
新
忽
か
蘭
壇
亜
」
の
後
、
「
新
和
蘭
地
」
（
一
七
九
四
年
・
桂
川
甫
周
『
北
桂
間

略
』
付
録
地
球
図
等
）
、
「
新
阿
蘭
陀
」
（
一
八
一

O
年
・
高
橋
景
保
『
新
訂
万
国
全
図
』
等
）
、
「
新
和
蘭
陀
」
（
一
八
四
六
年
・
永
井
則

『
銅
版
万
国
輿
地
方
図
』
）
、
「
新
和
蘭
」
（
一
八

O
二
年
・
山
村
才
助
晶
粧
釆
覧
異
一
吉
』
）
な
ど
の
表
記
は
現
れ
て
い
た
。
ど
も
れ
「
ニ

ュ
1
」
の
部
分
を
「
新
」
と
意
訳
し
て
、
後
の
部
分
を
「
オ
ラ
ン
ダ
」
の
漢
字
表
記
を
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

外国地名の漢字表記をめぐって

こ
の
「
ニ
ュ
l
ホ
！
ラ
ン
ド
」
に
当
た
る
表
記
は
十
九
世
紀
の
中
頃
ま
で
日
本
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
指
す
語
と
し
て
よ
く
使
わ
れ

て
い
た
が
、
後
に
な
っ
て
、
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
に
当
た
る
表
記
が
優
勢
に
な
っ
た
。

2 

中
国
で
は
『
巌
環
志
略
』
（
一
八
四
八
年
）

に
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
を
「
襖
大
利

E
」
と
音
訳
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
襖
」

で
始
ま
る
表
記
が
中
国
で
は
終
始
優
勢
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

「
襖
」
の
字
体
に
類
似
し
た
「
奥
」
で
始
ま
る
表
記
も
あ
っ
た
が
、
長

く
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
。
日
本
で
は
中
国
の
「
襖
」
で
始
ま
る
表
記
を
受
け
入
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、

「
換
」
で
始
ま
る
表
記
ま
で
生

み
出
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

日
本
に
お
い
て
「
襖
」

（
奥
・
填
〉
系
表
記
は
過
渡
期
的
な
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る。
一
方
、
日
本
で
は
「
襖
」
（
奥
・
填
〉
系
の
外
に
、
「
豪
」
（
濠
）
系
の
表
記
が
あ
勺

管
見
人

M
1聞
で
は
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
の
語
音
に
当
て
た
表
記
は
、
山
村
才
助
の
『
鰹
釆
覧
号
一
＝
己
（
一
八

O
一
一
年
）
に
す
で
に

見
ら
れ
る
。
だ
が
、
同
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
地
球
略
全
図
」
や
「

E
細
亜
洲
輿
地
図
」
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
「
新
和
蘭
」
と

21 

い
う
表
記
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
、
日
本
に
お
い
て
、

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
に
つ
い
て
の
呼
び
方
に
ゆ
れ
の
あ
っ
た
こ
と
を



22 

示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
ゆ
れ
は
二
十
世
紀
の
前
半
ま
で
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
現
在
は
「
豪
」
で
始
ま
る
表
記
が
優

勢
で
あ
る
。

（

1
〉

「オ
1
」
の
部
分
に
つ
い
て

① 

「
襖
」
（
奥
・
填
）
系
表
記

「
襖
」
で
始
ま
る
漢
字
表
記
の
先
駆
と
思
わ
れ
る
「
襖
大
利
直
」
は
中
国
の
『
積
環
志
略
』
（
一
八
四
八
年
）
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
表

記
は
後
に
も
中
国
で
通
用
し
、
今
日
ま
で
正
当
な
表
記
と
さ
れ
て
い
る
。

「オ
l
」
の
部
分
に
対
し
て
、
中
国
に
は
「
奥
」
を
当
て
た
例
が
あ
っ
た
（
一
八
六
四
年
の
『
寓
園
公
法
』
に
「
奥
大
利
亜
」
、

九

0
0年
の
『
高
園
通
史
前
編
』
に
「
奥
地
利
亜
」
が
出
て
い
る
〉
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
海
洋
に
閉
ま
れ
て
い
る
。
中
国
人

は
海
外
の
地
名
に
よ
く
三
水
「
シ
」
を
つ
け
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
「
奥
」
で
始
ま
る
表
記
の
使
用
さ
れ
た
年
代
は
ご
く
短
く
、
「
水
」

の
印
象
を
呼
び
起
こ
す
「
襖
」
で
始
ま
る
表
記
に
一
一
っ
た
。
要
す
る
に
、
音
を
表
す
「
奥
」
と
意
を
表
す
三
水
「
シ
」
の
形
声
文
字
で

あ
る
「
湊
」
を
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
の
表
記
と
し
て
採
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
中
国
で
作
ら
れ
た
「
漢
」
で
始
ま
る
表
記
（
「
棋
大
利
亜
」
な
ど
）
が
十
九
世
紀
の
後
半
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
が
、

同
時
代
に
、
中
国
で
見
あ
た
ら
な
い
「
填
」
で
始
ま
る
表
記
も
登
場
し
た
。
例
と
し
て
「
填
太
利
」

（
一
八
七
三
年
・
山
本
興
助
『
世

界
婦
女
往
来
』
〉
、
「
換
太
利
亜
」
（
一
八
六
九
年
・
福
沢
諭
吉
『
世
界
国
尽
』
）
、
「
撲
大
利
亜
」
（
『
世
界
国
尽
』
〉
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
襖
」
（
奥
・
填
）
系
表
記
は
む
し
ろ
「
ニ
ュ

1
ホ
1
ラ
ン
ド
」
に
当
た
る
表
記
か
ら
「
豪
」
（
濠
〉

系
表
記
へ
移
る
過
渡
的
な
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

② 

「
豪
」
ハ
譲
〉
系
表
記



管
見
の
限
り
「
豪
」
（
濠
）
系
表
記
は
日
本
に
多
く
現
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
「
豪
斯
多
刺
里
」
（
一
八
四
七
年
・
箕
作
省
吾
『
新
製

輿
地
全
図
』
）
、
「
豪
斯
多
親
里
」
（
一
八
六
四
年
に
四
刻
し
た
『
大
日
本
新
撰
永
代
節
用
無
尽
蔵
』
の
「
輿
地
全
図
」
〉
、
「
濠
斯
刺
利
」

（
一
八
八
八
年
『
増
訂
も
し
や
草
紙
』
）
、
「
濠
太
刺
利
」
（
一
九
一
九
年
の
『
大
阪
毎
日
新
聞
社
改
造
世
界
地
図
』
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る。
武
部
良
明
民
は
『
日
本
語
の
表
記
』

（
昭
和
五
十
四
年
・
角
川
書
店
）
に
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
表
す
「
譲
」
は
当
用
漢
字
表
に
掲

外国地名の漢字表記をめぐって

げ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
同
音
の
漢
字
「
豪
」
に
書
き
換
え
る
こ
と
が
一
般
化
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
オ
l
ス
ト
ラ
リ

ア
」
の
漢
字
表
記
の
流
れ
を
見
る
と
、
「
豪
」
で
始
ま
る
表
記
は
「
濠
」
で
始
ま
る
表
記
よ
り
出
現
年
代
が
早
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
「
濠
」

は
新
し
く
現
れ
た
形
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、

一
八
四
七
年
の
『
新
製
輿
地
全
図
』
に
出
て
い
る
「
豪
斯
多
蝶
里
洲
」
や
、

一
八
五

O
年
の
『
万
園
地
球
全
図
』
に
出

て
い
る
「
豪
斯
多
刺
里
亜
」
、
更
に
、

一
八
五
七
年
の
『
万
国
一
覧
』
に
出
て
い
る
「
豪
刺
合
技
里
洲
」
な
ど
、

い
ず
れ
も
「
濠
斯
太

里
」
（
一
八
六

O
年
『
航
米
目
録
』
）
や
「
譲
斯
多
利
」
（
一
八
八
七
年
『
環
排
日
記
』
の
「
地
球
図
」
）
な
ど
の
「
濠
」
で
始
ま
る
諸
表

記
よ
り
出
現
年
代
が
早
か
っ
た
。

「
豪
」
「
濠
」
は
同
音
で
あ
る
。
「
譲
」
で
始
ま
る
表
記
の
出
現
は
「
豪
」
で
始
ま
る
表
記
よ
り
遅
い
。
ど
う
し
て
「
豪
」
で
始
ま
る

表
記
が
す
で
に
あ
っ
た
の
に
、
わ
ざ
と
筆
画
数
の
よ
り
多
い
「
譲
」
で
始
ま
る
表
記
を
生
み
出
し
た
の
か
。
私
見
で
は
、

「
濠
」
で
始

ま
る
表
記
の
出
現
は
「
襖
」
で
始
ま
る
表
記
の
生
成
と
発
想
が
同
じ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

つ
ま
り
、

「
水
に
固
ま
れ
た
大
陸
」
な
の

で
、
音
以
外
に
、
漢
字
の
表
意
性
を
十
分
生
か
し
、
一
ニ
水
「
シ
」
を
「
豪
」
に
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
一
年
に

23 

当
用
漢
字
表
が
公
布
さ
れ
、
寸
一
段
」
が
入
っ
て
い
な
い
た
め
、
「
豪
」
が
復
活
し
た
と
い
う
経
緯
が
予
想
さ
れ
る
。
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（

2
）
 

「
ス
」
の
部
分
に
つ
い
て

「
ス
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
「
斯
」
「
士
」
で
当
て
た
場
合
（
「
豪
斯
多
刺
里
」
、
「
豪
斯
多
諌
利
」
、
「
奥
士
大
利
亜
」
な
ど
〉
も
あ
る

が
、
略
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
。

全
体
的
に
言
え
ば
、
「
襖
」
系
表
記
は
「
ス
」
の
部
分
を
省
く
傾
向
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
中
国
で
作
ら
れ
た
漢
字
表
記
は
「
ス
」

の
部
分
を
略
し
て
、
「
漢
」
（
「
オ

l
b
か
ら
直
接
「
大
」
（
「
ト
ラ
」
〉
に
連
な
る
傾
向
が
あ
る
。
逆
に
、
「
豪
」
（
濠
）
系
表
記
は
「
ス
」

を
略
す
こ
と
は
少
な
い
。

子
音
の
「
田
」
は
西
洋
語
で
も
中
国
語
で
も
一
つ
の
音
節
に
な
ら
な
い
。

一
方
、
日
本
語
の
場
合
は
「
由
」

一
音
だ
け
で
は
落
ち
着
か

な
い
の
で
、
「
印
」
の
後
に
母
音
の
「
ロ
」
を
付
け
て
、

一
つ
の
独
立
し
た
「
ス
」
の
音
節
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
日
本
で
は
「
ス
」

の
部
分
を
略
さ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
ス
」
を
省
略
す
る
現
象
か
ら
見
て
、
「
襖
」
系
表
記
が
中
国
で
作
ら
れ
た
こ
と
が
一
層
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
原
語
の

「
由
」
の
部
分
を
「
ス
」
と
一
音
節
と
し
て
独
立
さ
せ
、
し
か
も
「
斯
」
を
当
て
た
り
す
る
現
象
が
よ
く
「
豪
」
（
濠
）
系
表
記
に
見
ら

れ
る
の
で
、
こ
の
系
統
の
表
記
は
西
洋
音
が
直
接
日
本
に
入
っ
た
た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
日
本
で
作
ら
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
。

二
十
世
紀
前
半
、
日
本
に
現
れ
た
「
濠
太
刺
利
」
、
「
濠
太
利
」
、
「
濠
太
剰
刺
E
」
は
「
ス
」
に
当
た
る
部
分
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
こ

れ
は
中
国
の
「
襖
」
系
表
記
を
受
け
入
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

（

3
）
 

「
ト
ラ
」
の
部
分
に
つ
い
て

中
国
で
は
「
大
」

一
字
で
「
ト
ラ
」
の
音
に
当
て
た
。
た
と
え
ば
「
襖
大
利
亜
」
「
襖
士
大
利
亜
」
「
奥
大
利
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
の

使
い
方
は
そ
の
ま
ま
日
本
に
入
っ
た
が
、
日
本
人
に
と
っ
て
「
大
」
よ
り
親
し
み
を
感
じ
る
「
太
」
を
生
じ
（
「
撲
太
利

E
」
、
「
豪
太



刺
利
」
な
ど
）
、
こ
ち
ら
の
方
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

日
本
で
当
て
た
と
思
わ
れ
る
「
豪
」
系
表
記
は
「
ト
」
の
部
分
を
「
多
」
で
、

「
ラ
」
の
部
分
を
「
刺
」
あ
る
い
は
「
親
」
で
当
て

た
（
「
豪
斯
多
刺
里
」
、
「
豪
斯
多
競
里
」
な
ど
）
。
つ
ま
り
、
音
節
ご
と
に
漢
字
ニ
子
を
使
っ
て
当
て
た
わ
け
で
あ
る
。

（

4
〉

「
リ
」
の
部
分
に
つ
い
て

外国地名の漢字表記をめぐ、って

中
国
に
於
て
も
日
本
に
於
て
も
「
利
」
は
「
里
」
よ
り
優
勢
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
「
ア
フ
リ
カ
」
の
「
リ
」
の
場
合
と
同

様
に
、
慣
用
的
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（

5
）
 

「
ア
」
の
部
分
に
つ
い
て

中
国
で
も
、
日
本
で
も
、
語
尾
の
「
ア
」
が
脱
落
す
る
現
象
は
外
園
地
名
の
漢
字
表
記
に
お
い
て
よ
く
起
こ
る
。

「
イ
ン
デ
ィ
ア
」

の
「
ア
」
の
場
合
と
同
じ
く
、

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
の
場
合
に
も
、

「
襖
大
利
」
「
豪
斯
多
刺
里
」
「
濠
太
刺
利
」
の
よ
う
に
「
ア
」

を
略
し
て
、
直
接
「
リ
」
で
終
わ
る
表
記
が
多
い
。

3 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
発
見
は
マ
テ
オ
－

p
v
チ
の
『
坤
輿
高
閣
全
図
』
の
刊
行
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
イ
ン
ド
」
や
「
ベ
ル
シ
叫
〕

な
ど
の
地
名
と
違
い
、
新
し
く
知
ら
れ
た
地
名
で
あ
る
た
め
に
、
中
国
か
ら
の
影
響
は
比
較
的
受
け
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

「オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
の
漢
字
表
記
は
中
国
の
表
記
を
受
け
入
れ
つ
つ
も
、
日
本
独
自
の
形
を
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

「
ニ
ュ

I
ホ
l
ラ
ン
ド
」
に
当
た
る
表
記
は
日
中
両
国
に
も
早
く
か
ら
あ
っ
た
が
、
十
九
世
紀
の
初
め
頃
か
ら
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」

の
当
て
字
表
記
が
増
え
て
き
た
。
そ
れ
は
同
時
期
の
プ
リ
ン
ダ
l
ズ
に
よ
る
提
議
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

25 

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
に
当
た
る
表
記
に
関
し
て
、
中
国
で
は
「
襖
大
利
亜
」
と
い
う
表
記
が
一
貫
し
て
一
方
的
な
優
位
を
示
し
て
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い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
漢
大
利
亜
」
と
い
う
表
記
は
日
本
に
も
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

「
襖
」
と
い
う
文
字

の
発
音
ゃ
、
「
ス
」
の
音
の
省
略
、
「
ト
ラ
」
の
一
音
節
化
な
ど
が
日
本
人
の
感
覚
に
あ
わ
な
い
た
め
、
最
終
的
に
は
日
本
で
は
長
く
使

わ
れ
て
い
な
い
ま
ま
で
終
わ
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
日
本
独
自
の
「
豪
」
（
濠
〉
系
表
記
が
日
本
で
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
譲
（
洲
ど
と
い
う
用
例
は
今
の
所
、
中
国
で
は
ご
く
少
数
の
和
訳
文
章
か
、
日
本
で
出
版
さ
れ
た
中
国
の
雑
誌
で
し
か
見
つ
か
っ
て

い
な
い
の
で
、
こ
の
系
統
の
表
記
は
お
そ
ら
く
日
本
人
が
直
接
西
洋
音
と
接
し
作
っ
た
表
記
で
、
そ
の
後
、
中
国
に
伝
わ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

四

お

わ

り

一
般
的
に
言
え
ば
、
日
本
に
お
い
て
外
国
地
名
の
漢
字
表
記
は
中
国
か
ら
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

「オ
l
ス
ト

ラ
リ
ア
」
の
場
合
は
マ
テ
オ
－

p
y
チ
の
『
坤
輿
高
圏
全
図
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
基
本
的
に
は
日
中
両
国
が
各
自
に
違
っ

た
漢
字
表
記
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
と
は
言
っ
て
も
、
日
本
に
お
い
て
「
豪
洲
」
と
い
う
中
国
風
の
造
語
が
な
さ
れ
た
こ
と
や
、

時

中
国
で
作
ら
れ
た
「
襖
」
系
表
記
が
日
本
に
入
っ
た
こ
と
な
ど
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
や
は
り
中
国
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
用
例
数
が
少
な
い
が
、
日
本
独
自
で
発
展
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
「
譲
（
洲
ど
と
い
う
表
記
が
二
十
世
紀
の
中

国
文
献
で
見
ら
れ
る
の
は
、
外
国
地
名
の
漢
字
表
記
に
お
い
て
日
本
が
完
全
に
中
国
か
ら
一
方
通
行
で
影
響
を
受
け
た
だ
け
で
は
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

外
国
地
名
の
漢
字
表
記
は
造
語
上
、
活
発
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
し
、
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

「
外
園
地
名
を
な
る
べ
く

片
仮
名
で
表
記
す
る
」
と
い
う
内
閣
告
示
の
「
当
用
漢
字
表
」

（
昭
和
二
十
一
年
）
で
も
「
「
米
国
」
「
英
国
」
等
の
用
例
は
、
従
来
の



慣
習
に
従
っ
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
」
と
あ
る
。
こ
う
い
う
表
記
法
は
現
代
で
も
一
定
の
地
位
を
保
っ
て
い
る
。

「
日
豪
」
な
ど
の
表

記
は
現
在
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

外
国
地
名
の
漢
字
表
記
に
ま
だ
違
っ
た
変
化
経
路
を
見
せ
る
も
の
が
あ
り
、
研
究
に
価
す
る
。
よ
り
多
く
の
地
名
を
調
べ
、
又
は
別

の
視
点
か
ら
探
究
す
れ
ば
、
新
し
い
現
象
が
見
て
と
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

外国地名の漢字表記をめぐ、って

主
（

1
）
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（

2
）
 

（

3
）
 

王
敏
東
「
外
国
地
名
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
｜
「
ア
フ
リ
カ
」
を
中
心
に

1
1」
（
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
『
語
文
』
五
十
八
・
平
成

四
年
）
。
『
続
・
地
名
語
源
辞
典
』
（
二
一
一
二
頁
）
な
ど
。

前
掲
論
文
。
な
お
、
方
豪
『
中
西
交
通
史
』
（
一
九
五
三
年
）
、
王
庸
『
中
関
地
理
学
史
』
（
一
九
八
六
年
）
な
ど
。

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
自
身
の
手
に
な
る
図
は
現
存
し
て
い
な
い
。
詳
細
は
『
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
地
理
学
』
（
織
田
武
雄
監
修
・
中
務
哲
郎
訳

．
一
九
八
六
年
・
東
海
大
学
出
版
会
）
な
ど
を
参
照
。

『
世
界
地
理
百
科
大
事
典
』
（
一
九
七
三
年
・
講
談
社
〉

牧
英
夫
『
世
界
地
名
ル

I
ツ
辞
血
九
』
（
一
九
八
九
年
・
創
拓
社
）

方
豪
「
中
西
交
通
史
』
、
王
庸
『
中
園
地
理
学
史
』

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
」
は
「
新
則
蘭
地
」
（
『
北
虚
聞
略
』
・
一
七
九
四
年
〉
や
「
新
西
蘭
」
（
『
地
理
全
士
山
』
・
一
八
五
四
年
、
『
翻
刻
寓
園

通
史
』
・
一
入
七
八
年
）
な
ど
と
訳
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
は
「
新
約
克
」
（
『
航
米
自
録
』
・
一
八
六

O
年、

『
米
欧
回
覧
実
記
』
・
一
八
七
六
年
）
と
訳
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

鮎
沢
信
太
郎
氏
に
よ
る
（
「
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
世
界
図
に
関
す
る
史
的
研
究
」
）
と
、
「
墨
瓦
蝋
泥
加
」
（
メ
ガ
ラ
ニ
カ
）
は
マ
ゼ
ラ
ン

玄
白
ぬ
一
一
色

E
P
宮山問一一回一】｝
M
m

諸
国
に
因
ん
で
名
づ
け
た
大
洲
で
あ
る
。
東
洋
で
は
、
リ
ッ
チ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
中

国
で
は
清
の
後
半
期
、
日
本
で
は
幕
末
に
至
る
ま
で
一
部
の
世
界
図
作
家
の
間
に
そ
の
存
在
が
論
議
さ
れ
た
。

「
濠
洲
」
（
『
湖
北
学
生
界
』
第
五
期
）
、
「
（
南
）
濠
」
（
『
漢
声
』
一
九
0
＝
一
年
、
六
月
号
）
の
用
例
は
、
日
本
で
出
版
さ
れ
た
中
国
の
資
料

（

4
）
 

（

5
〉

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
〉

（

9
）
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（
川
山
）

に
も
出
て
い
る
。
特
に
、
後
者
は
「
訳
太
陽
報
」
と
明
記
し
て
い
る
。

『鰹釆覧去－
4
2
4
〆
「
長
直
航
海
図
洋
一
方
家
主
宰
柔
和
堂

F
f・－－」又、同「附高閣俸信紀子一

：
：
：
又
呼
テ
得
伝
臓
・
亜
烏
斯
苓
刺
皇
思
・
印
谷
弧
尼
苔
：
：
：
」
と
あ
る
。

『
外
国
地
名
訳
名
』
〈
一
九
五
五
年
・
中
華
民
園
教
育
部
〉
や
『
外
国
地
名
訳
名
手
冊
』
（
北
京
・
一
九
八
三
年
・
中
国
地
名
委
員
会
編
〉
。

注（
1
）
に
あ
げ
た
論
文
を
参
照
。

イ
ン
ド
や
ペ
ル
シ
ャ
な
ど
は
古
く
か
ら
中
国
と
交
際
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
対
す
る
呼
称
は
中
国
の
史
書
な
ど
の
文
献
で
よ
く
見
か
け

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
類
の
地
名
の
漢
字
表
記
は
古
来
中
国
の
影
響
を
相
当
に
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
詳
細
は
注
ハ
1
〉
に
あ
げ
た

論
文
を
参
照
。〈
主
な
参
考
文
献
〉

鮎
沢
信
太
郎
「
マ
テ
オ
・
リ
γ
チ
の
世
界
図
に
関
す
る
史
的
研
究
｜
近
世
日
本
に
お
け
る
世
界
地
理
知
識
の
主
流
｜
」
〈
『
横
浜
市
立
大

学
紀
要
』
第
一
入
号
、
昭
和
二
十
八
ハ
一
九
五
三
）
年
）

方
豪
『
中
西
交
通
史
』
中
華
文
化
出
版
事
業
委
員
会
・
一
九
五
三
年

『
鎖
国
時
代
日
本
人
の
海
外
知
識
』
原
書
房
・
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
人
〉
年

『
宛
字
外
来
語
辞
典
』
柏
書
房
・
一
九
七
九
年

武
部
良
明
『
日
本
語
の
表
記
』
角
川
書
店
・
一
九
七
九
年

山
中
裏
太
『
続
・
地
名
語
源
辞
典
』
校
倉
書
房
・
一
九
七
九
年

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
プ
ロ
ッ
カ
ー
『
世
界
古
地
図
戸
〉
Z
U沼
〉
自
説
。
匂
玄
〉
虫
話
〉
択
同
Z
C』
矢
守
一
彦
訳
・
日
本
ブ
リ
タ
ニ
カ
（
株
〉
発

行
・
一
九
八
一
年

部
献
図
等
『
外
園
地
名
語
源
詞
典
』
上
海
辞
書
出
版
社
・
一
九
八
四
年

織
田
武
雄
『
地
図
の
歴
史
』
講
談
社
・
一
九
八
九
年

牧
英
夫
編
著
『
世
界
地
名
ル
l
ツ
辞
典
』
創
拓
社
・
一
九
八
九
年

王
敏
東
「
外
国
地
名
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て

l
「
ア
フ
リ
カ
」
を
中
心
に

l
」
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
『
語
文
』
五
十
八
・
平
成
田

〈

一

九

九

二

〉

年

ハ

大

学

院

後

期

課

程

学

生

〉

〈

日

〉

（

ロ

〉

ハ
日
）
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「オーストラリア」の用例一覧表

く～おらんだ〉 表記〈振り仮名〉年代 書名

亜くあ烏う斯す答た刺ら利 1839 YA 新忽カミ蘭窪亜り一〉 1775 52 

新ヲランタ 1840 120 新則蘭地 1792 56 

新和蘭陀 1846 15 ノウハホルランド 1792 11 

新和蘭陀多 1847 66 
新くヂノ和？ワ蘭ャ？地〉ヤホラン

1794 57 

豪斯多刺里 1847 66 

く豪ア斯ウ多ス隷タ里ラ淵リi〉 1847 66 新忽爾蘭珪亜 1797 53 

新阿蘭陀 1847 85 新くヲホ和ハッ蘭〉ラ地ンデャノ
1802 ヒ

嘉本達利地 1847 二十六

（西志作〉新阿即 1847 二十六 新えヲ和ボ蘭地 1802 ヒ

第亜 、ッ〉ランデヤノ

新〔西惹連蘭嘉地本亜達 1847 二十六
ヲノ

利亜〉 新和蘭 1802 ヒ

襖大利亜 1848 十 新和蘭陀 1810 14 

新和蘭陀 1850 84 佳希島 1820以後六十七

豪斯多刺里亜 1850 84 新阿蘭陀 1829 105 

新阿蘭陀 1850 87 新ヲランダ 1836 82 

く豪ア斯ウ多ス錬タ利ラ訓Hリ 1851 70 新くヲ阿ラ蘭ン陀タ？〉
1836 82 

一〉

新和蘭 1851 70 新阿蘭陀 1836 117 

新和蘭陀 1852 69 新和蘭 1836 RI 

アウスタラリー 1852 69 アウスタラリー 1838 pu 

アウスタラリイ 1852 69 新ホノレラント 1838 pu 

新忽力t蘭垣亙 1852 71 く新お荷ら蘭んだ〉
1838 pu 

新阿蘭陀 1852 72 

豪斯多勢利洲 1852 72 亜く？あ〉烏う斯ず太た刺ら利リー
1838 pu 

新和蘭国 1852 72 

新和蘭 1854 J、、

く烏烏〈ア＊」烏「ウ斯鳥のス答島誤タリ記刺ラ利は〕リ日ー産) 183説
MA  

奥 1854 五十三

決 1854 五十三

襖（又大名利目新荷蘭〉
1854 五十三 亜烏斯答刺利 1839 MA  

くアウスタラリー〉

襖大利亜 1854 五十三 く新～和お蘭ら陀んだ〉
1839 MA  

島唄洲 1855 75 

新く～和お蘭らんだ〉
MA  

（南〕亜土低旦E
1839 

1855 75 

豪斯苔投刺 1855 79 「アウスタラリ」 1839 YA 

新和蘭 1855 bo 新和蘭 1839 YA 
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墨加1態泥加 1868 ウ 新阿蘭陀 1855 ho iめがらにか〉 アウスタラリ 1855 ho ともいふ）

オオスタロヤ洲 1868 pyu 新くニ阿ウ蘭ボ陀ノレ 1856 96 
ランド〉

ヲヲスタリア園 1868・1 T 
決大利E 1856 五十四

ヲヲスタリヤ 1868・1 T 
新荷蘭 1856 五十四

境くを太う利す亜た 1869 タ
新ホウラント 1857 サらりや〉

撲くあ大ふ利す亜た 1869 タ 豪斯合位里洲 1857 サ

らりや〉 豪斯多期j塁 1858 76 

湊大利重 1869 タ 新阿蘭地E 1860 七
くあふすたらりや〉

豪斯多競里〈洲〉 1860 pa 

新くし和ん蘭おらんだ〉
1869 タ

濠斯太旦 1860 pa 

新くし和ん蘭をらんだ〉
1869 タ アウスタラリイ 1860 pa 

豪くア斯フ多スill!タj皇ラ 1860 chi 

あふすたるあじゃ 1869 タ 日イ〉

く豪ア斯フ多ス練タ塁ラ 1860 chi 決太利亜 1870 チ 日ア〉
決太利益普H 1870 チ 新和蘭陀 1860 chi 

襖太利亙 1870 チ
く漢ア大ウ利タ亜ラリア〉

1861 KU 
くオースタラリヤ〉

襖太利亜 1870 チ く漢ア大ウ利ス 1861 KU 
くヲースタラリヤ〉 タラロー〉

く襖ア太ウ利ス亜ツ 1870 チ
新くンニ荷トー蘭〉ウ 1861 

KU 
レリヤ〉 子一デルラ

く襖ア太ウ利ス亜タ 1870 チ

蓄叡くアヂウ利ス亜タ〈郎新荷 18 
KU ラリヤ〉

撲大利 1870 チ五 ラリヤ〉
くヲースタ Pヤ〉

決大利亜 1863 ムノ、
決地利亜 1871 tya 

新くア和ウ蘭ス陀ト 1863 124 
襖大利亜 1871 tya ラリー〉
くオウスタラ日一〉 新和蘭地 1864 119 

く湊お地う利す亜た 1872 グ 豪斯多刺 1864 119 
らりや〉

豪斯多錬里州 1864 119 
襖太利wt! 1872 ::r 

奥大利E 二十七くおうすたらりし 1864 
う〉 豪斯多Jlllj塁 1868 95 

く決を大を利す亜た 1872 コ 豪斯多Jlllj里亜洲 1868 95 
らりあ〉

填太利洲 1868 ウ
漠くあ大う利す亜た測iらりあ 1872 

::r 

くおうすたりやし
しう〉 う〉

襖大利 1872 コ
くあうすたる〉 新くし和ん蘭お陀らんだ〉

1868 ウ
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豪斯多投利洲
くオオスタラリヤ〉

豪洲

「オオスタラリヤ」
洲

豪斯多線利
くオオスタラリヤ〉

豪斯多錬利測i
くオオスタラリヤ〉

豪斯多刺利亜
くオオスタラロヤ〉

豪斯多刺利州
くオオスタラリヤ〉

漢太利E
湊大利亜烏
（俗称新金山〕

湊大利亜
くヲ Lスタリア〉

襖（人〉

湊太利
くおうすたり〉

湊太利洲
くおうすとりやし
う〉

濠洲

漢地利亜

壕斯太朗利E訓i
換太利亜

（西〉襖地利亜

湊太利E
くオーストラリア〉

襖太利亙
くオーストラリヤ〉
（又新和蘭トモ云
フ〉

（南西両〉換

（南〉襖

南湊太利豆
くサウスオースタ
ラリヤ〉

襖州

濠洲

濠洲

大濠洲

外国地名の漢字表記をめぐ、って

1876 KA二
新くし和ん蘭おらんだ〉

1872 コ

1876 KA-

1876 _J<A二

1876 KA二

く襖お大う利すたらり〉
1872 コ

く漢あ大う利す亜とりや〉
1872 tyu 

1876 KAニ
く襖ア太ウ利ス亙タリヤ〉

1872 tyu 

1876 KA三
く決うあ太〉う利す洲？りやし

1872 tyu 

1876 KA三 嶋くた興う洲よしう〉
1873 オ

1878 8 イ（爾其加原く名をは〕あ何遮 1873 オ
せにか〉

1878 二十九
浩くを斯L特す塁た 1873 オ

らりー〉
1878 gu 

填くお太与利すたりあ〉
1873 キ

1878 gu 
襖大利直 1874 ナ

1879 ニ己
襖太利直 1874 T 

1879 ニL 漢大利亜 1874 ア

襖太利E 1874 T 

1881・9 F く襖ア太ウ利ス亜タ 1874 ア

ラリア〉
1882 myo 

1883 Ta く阿ア西ウ尼スEタリヤ〉
1874 hyo 

1884 syu 

1884 syu 

1884 syu 

1884 syu 

く襖ウア〉釈ウ？ス亜タ尼リ豆ヤ洲シ
1874 hyo 

く（北ア〉襖太利亜 1874 hyo 
ウスタラリア〉

く（南〉襖大利亜 1874 hyo 
ソウスヲウスト
ラリヤ〉

1884 syu 

1884 syu 
填くオ太ー利ス亜タ（大洋洲〉 1874 NI 

リア〉

1884 syu 湊太利 1875 ツ

濠洲 1875・6 F 
湊太利洲 1875・6 F 

1884 syu 

1886 む
く決ォ太ー利ス亜タ 1876 ヌ

ラリヤ〉

1886・9 E 襖太利亜 1876 ヌ

1886・9 E 豪くオース〉 1876 KAー
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奥斯達t立西E 1900 三十一 濠斯多利 1887 7 

奥土達控西亜 1900 三十一
新（N和ew蘭陀Holland) 

1887 ホ

奥士大利直 1900 三十一

奥大利洲 1900 三十一 襖（A太us利t~ia〕 1887 ホ

奥洲 1900 三十一
濠くア斯ウ刺ス利タ 1888 う

濠くオ太ー刺ス利ト亜ラ 1900 Sa ラリア〉
リア〉 濠洲 1889・2 I 

濠太刺利豆洲 1900 Sa 
奥地力 1890 三十

濠i月｛ 1900 Sa 
く襖ア太フ利スタリヤ〉

1890 ryu 
濠太刺利E 1901 Si 

濠洲聯邦 1901・1 c 襖大利E 1890 四十入

濠洲聯邦 1901・1 c 濠くア太ウ利ス亜ト洲ラ 1893 Ti 

濠洲 1901・1 c 日ア〉

オーストラリヤ 1903 Su 濠洲 1893・12 G 

濠illl 1903 八十 濠洲 1894・1 c 

（南〉濠 1903・6 八十一 濠太利 1894 DE 

決洲 1904 三十三 濠洲
1894 DE 

濠列、l聯邦立 1906 GO 濠太利洲
1894 DE 

濠洲 1906 GO 襖太控利E 1894 DE 

おーすたらりあ 1906 GO 濠くア太ウ刺ス利トEラ 1894 Tu 
リア〉

オーストララシア 1906 GO 
濠くア太ウ刺ス利ト豆ラ 1894 

Tu 
濠洲くがうしう〉 1906 GO Pヤ〉

換太刺利E 1906 GO 濠太東j利亜 1894 Tu 

濠太刷利亜 1906 GO 濠洲 1894 Tu 

襖太刺利E 1906 GO あうすとらりしや 1894 Tu 

濠太刺利E 1906 GO 濠洲（人〉 1895・4 D 
〈南〉オーストラ 1906 GO 濠洲 1895・11 D 
リア

く襖ア太フ利九夕日ヤ〉おーすとらりあ GO 
1896 ryo 

1906 

濠太刺利 1906 GO 濠洲〈人〉 1896 J 
（り南や〉おーすとら 1906 GO 濠洲 1896・11 J 

く決お太ー利す洲と 1896 GE 

濠く〈あカ洲ウうすシたウ〉ら〉りや
1908 myu らりや〉

湊太利洲 1897 GE 

濠洲聯邦 1908・12 K 襖士大利亜 1898 十九

オーストラロヤ 1910 Se 濠洲 1899・2 J 

濠太刺利 1914 122 奥地利E洲 1900 二十四

濠太刺利 1914 123 湊大利亜洲 1900 二十四

オーストラリヤ 1917 DO 奥斯大利亜 1900 三十一



33 外国地名の漢字表記をめぐって

オーストラリア連 1972 hya 濠洲くがう〉 1918 So 
邦

濠 1918 So 

湊（A大us利tr亜alia〕
1983 二十五 濠太刺利 1919 3 

オーストラリア 1984 zyo 濠太利 1919 4 

オーストラリア連 1984 zyo おお濠濠す斯洲とら刺りやし 1921 
nyo 

邦 う（ 太〉 利亜
世H・

豪 1992・5 朝日 濠太刺利聯邦 1922 6 
豪州 1992・5 朝日 オーストララシア 1928 ノ、
オーストラリア 1992・5 朝日 濠太期j利亜大陸 1928 ノ、
新手口環i 文政化頃・文 62 濠太刺利大陸 1928 ノ、

新阿蘭陀 江戸後期 55 
濠太刺利 1928 ノ、

新阿蘭陀 江戸末期 81
濠太刺利E 1928 ノ、

新ヲランダ 江戸末期 86 濠淵i 1928 ノ、

豪くエ斯ス多タ刺ラ皇リ亜ア〉
江戸末期 86 

オーストラリヤ・ 1928 nyu 
濠世H

南方大洲メカラニ江戸末期 86
オーストラリア 1932 hyu 

カ 濠太京j利 1932 hyu 

南塁方亜大洲豪斯多刺 江戸末期 88 濠測i 1932 hyu 

〈（…〉呼新ばオランダ 1932 hyu 
新阿蘭陀 江戸末期 88 と れた〉

新ヲランダ 江戸末期的 オーストラリア 1934 syo 

伽南方大州墨瓦臓泥江戸末期 89 濠太刺利 1934 syo 

墨瓦臓尼加 江戸末期 89（文〉
濠沸i 1934 syo 

新阿蘭陀 江戸末期 90 
濠洲大陸 1934 syo 

新和蘭陀 江戸末期 91 
オーストラリヤ 1934 nya 

（（濠くが洲うとしもういふ〉
く豪ア斯ウ多ス:WIJタ塁ラ亜リ洲ヤ〉 江戸末期 91 〉〉

決洲 1937 六十人
新くイ和ノ蘭陀 江戸末期 91 襖大利亜 1955 九、ホルランド〉

新阿蘭陀 江戸末期 92 
湊洲 1955 九

豪斯多見事j皇亜洲 江戸末期 93 
決大利亜聯邦 1955 九
オーストラリア 1955 zya 

オーストラリア連 1955 zya 
邦

オーストラリア 1961 zyu 
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付録：調査に用いた資料：

ホ拙稿「外国地名の漢字表記について一一「アフヲカJを中心に一一」（『語文』
58輯・ 1992年4月〉でも調査に用いた資料を付録に列挙しておいた。今回は紙

数を押さえるため、前稿の付録に記載した資料は割愛したので、前稿の付録も

併せて参照されたい。

記号 書名 作者 年代 典拠・所蔵

56 万国地球全図 桂川甫周 1792頃 「日本古地図大成j

七 坤輿全図 南懐仁 1802 神戸市立美術館
(1860年版〉

六十七海録 謝．楊清病高南口筆述受 1820以後 台湾商務印書館

117 天家保通世七年界版寓都園会之節図用百 1836 米谷隆史民

RI 窮理通 帆足高塁 1836（序〉 「日本科学古典全書」ー

120 世界図皿 1840頃 「日本古地図大成J
15 銅版万国輿地方図 永井則 1846 「日本の古地図」

79 大輿地球儀 沼尻墨 1855 「日本古地図大成J
ムノ、 皇朝中外一統輿図 1863 神戸市立美術館

Ta 地理小学 若林虎三郎 1883 教科書大系

む 将来之日本 徳富蘇峰 1886 明治文学全集

う 増訂もしや草紙 福地桜痴 1888 明治文学全集

Ti 日本地理初歩〈上・下〉 1893 学系海指針社・教科書大

Tu 高．園下地〉理初歩（巻之上 1894 学系海指針社・教科書大

DE 惇家宝典明治節用大全 博編文纂館編局 1894 東京博文館蔵板・阪
大

GE 唐人往来 福沢諭吉 1897 明治文学全集

十九 天演説 厳復 1898 商務印書館

Sa 小学地理（ー～四〉 1900 普及社・教科書大系

Si 修正新訂地誌 C巻ー・ 1901 文学社・教科書大系
ニ〉

Su 
小（第学一地期理国〈定ー地・理二教〕科書〉

1903 教科書大系

八十 湖北学生界 1903 中華民園史料叢編

入十一漢声 1903 中華民園史料叢編

GO 日用百科宝典 小林鴬豆 1906 東京尚栄堂・前田富
族民

Se 
尋二教常〉科書小（学第〕地二理期間（巻定ー地理・

1910 教科書大系



39 外国地名の漢字表記をめぐって

DO 大正学生百科賓鑑 巌谷小波 1917 大富阪 田中宋栄堂・前
国旗氏

So 
理尋・二教常科小〉書学（地第〉理三期書国（巻定ー地

1918 教科書大系

PU 便利調法懐中百科全書新山虎治 1920 東田京富誤誠氏進堂蔵版・前

55 世国界人物四大図州図・四十入 江戸後期 「日本古地図大成」

T 高図新聞紙 幕末明治 「世幕界末文明庫治新聞全集」・

J 報知 明治 「新聞集成明治編年史」

K 東朝 明治 「新聞集成明治編年史」

朝日 朝日新聞

＊記号の説明：漢数字は中国側の資料、他は日本側の資料である。アラピア数字は

地図の資料である。


